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電気 空調 衛生 その他 防振対策検討

○ ○ ○ －

　■設備機器の防振対策

　　・使用場所、使用機器の特性などにより適切な防振対策を行う必要があります。

　　・設備機器から発せられる振動が、壁・床・天井に伝わり、居室内への騒音となります。

　　　設備機器を防振ゴムやスプリング、防振吊具等で支持し建物に振動を

　　　伝えないようにする必要があります。

　　・具体的に設備機器メーカーと適切な防振対策を行います。

　・設備機器の振動対策はエアコンやポンプ、チラーといった本体の防振だけでは万全とはいえません。

　　配管やダクトなどは振動する機械に接続されており、機械の振動を広く伝える媒体になっています。

　　また、配管やダクトそれ自体も脈動などの振動を発生する加振源となるため、設備機器本体のみで

　　なく、総合的な防振対策が必要です。

　 □適切な防振対策が行われていますか。

　 □特別な対策が必要な室はありませんか。

　 ・床への振動伝播により、建物内だけでなく近隣への騒音などクレームにつながります。
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